
※カリキュラムマップとはカリキュラムの順次性が一目で把握できるように、専攻ごとの

教育課程を体系的に図示したものです。



絵画専攻カリキュラムマップ

科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
必 絵画表現実習Ⅵ 必 卒業研究Ⅱ Reading & WritingⅦ・Ⅷ
必 絵画表現実習Ⅴ 必 卒業研究Ⅰ Listening & SpeakingⅦ・Ⅷ

中国語Ⅶ・Ⅷ
韓国語Ⅶ・Ⅷ
ドイツ語Ⅶ・Ⅷ
フランス語Ⅶ・Ⅷ

必 絵画表現実習Ⅳ 選 ミクストメディア演習 選必 西洋絵画史 選 フィギュア演習Ⅱ 選 QUEST演習C 選 キャリア開発演習B 選 インターンシップ
選必 絵画表現実習Ⅲ 選 インスタレーション実習 選 マンガ芸術論 選 キャリア開発演習C Reading & WritingⅤ・Ⅵ キャリア形成戦略

選必 ドローイング実習 選 プロダクトデザイン基礎演習 Listening & SpeakingⅤ・Ⅵ

ProjectⅠ・Ⅱ
中国語Ⅴ・Ⅵ
韓国語Ⅴ・Ⅵ
ドイツ語Ⅴ・Ⅵ

キャリア開発論 選必 絵画表現実習Ⅱ 必 材料実習 選 美術解剖学 選 工芸デザイン概論 数理的教養Ⅲ 必 絵画Ⅱ 選 QUEST演習B 選必 キャリア開発演習A
選必 絵画表現実習Ⅰ 選必 ドローイング基礎実習 選 現代美術演習 選 工芸史 必 絵画Ⅰ

必 絵画Ⅲ
必 絵画Ⅳ

Reading & WritingⅢ・Ⅳ 選 学外演習
選必 写真演習 選 現代美術論 選 アニメーション芸術論 Listening & SpeakingⅢ・Ⅳ

選必 版画実習 選 キャラクターオブジェ基礎実習 Advanced R & WⅠ・Ⅱ
選必 版画基礎実習 選 映像芸術表現論

選 モザイク

中国語Ⅲ・Ⅳ
韓国語Ⅲ・Ⅳ
ドイツ語Ⅲ・Ⅳ
フランス語Ⅲ・Ⅳ
実用国語Ⅲ（伝達力）
実用国語Ⅳ（表現力）

日本の歴史 科学の世界 必 日本画基礎 必 デッサン 選 色彩学 選必 工芸デザイン基礎演習 選 コンピュータ基礎演習 選 絵画演習 必 絵画概論 必 芸術表現演習 選 QUEST演習A
世界の歴史 地理の世界 必 版画基礎 選必 立体構成 必 日本美術史 選 メディア芸術概論 選 グラフィックデザイン 数理的教養Ⅰ 課題解決演習A Reading & WritingⅠ・Ⅱ 九産大力
法学 現代の経済 必 洋画基礎 選必 平面構成 必 西洋美術史 選 立体造形概論 選 デジタルペイント 数理的教養Ⅱ 課題解決演習B Listening & SpeakingⅠ・Ⅱ 学生サポーター
日本国憲法 現代の経営 選必 日本画実習 必 東洋美術史 選 図学製図基礎演習 選 ベーシックモーション 総合講座A 実践力育成演習A Labo TrainingⅠ・Ⅱ 学生ボランティア入門
現代の政治 地学の世界 選必 デッサン実習 選 美術概論 選必 塑造演習 総合講座B 実践力育成演習B Four SkillsⅠ・Ⅱ
倫理学 美学・美術史 選 デッサン基礎演習 総合講座C 実践キャリア学修A 中国語Ⅰ・Ⅱ
哲学の世界 音楽概論 総合講座D 実践キャリア学修B 韓国語Ⅰ・Ⅱ
文学の世界 世界の美術館 実践キャリア演習A ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
心理学概説 人権･同和問題 実践キャリア演習B フランス語Ⅰ・Ⅱ
文化人類学 ジェンダーと社会 数学の世界 スポーツ科学演習
科学・技術史 心の健康
キャリア形成基礎論 健康学
実用国語Ⅰ（文章力） 教養講座
実用国語Ⅱ（国語力）

６ 主体的行動力

学位授与方針 幅広い教養と専門的知識を備え、適切に活用できる。 論理的に思考し、判断することができる。
技術･技能を修得し、

創造力･実践力を
発揮できる。

多彩な人々とコミュ
ニケーションを行い、

熱意を持って社会の
発展に貢献できる。

広い視野を持って、
主体的に他者と

協力できる。

６つの身に
つけるべき力 １ 基礎的教養 ２ 専門的知識 ３ 論理的思考力 ４ 実践力 ５ コミュニケーション力

思考的チカラ 自律的チカラ

高い知性と幅広い知識を備え、
適切に活用できる。

芸術の各分野における技術・技能を修得し、
次世代の芸術文化を主体的に創造できるチカラを発揮できる。

豊かな思考理論を培い、
社会と文化の発展に貢献できる。 高い知性と幅広い知識を備え、適切に活用できる。

感性力 学際力

芸術学部
学位授与方針

自律的チカラ 創造的チカラ

現行の分類 基礎的教養 表現力 創造力 IT力 分析力／解決力 実践力 コミュニケーション力 キャリア開発力

芸術表現学科の養成 芸術表現学科は、地域社会およびグローバル社会の芸術文化の創造に貢献するため、独創的な造形力や審美力を基に伝統的な表現手法
する人材像 や先端的な表現手法を用いて、新たな芸術を創造できる芸術表現分野の専門家を養成する。
芸術表現学科のDP 芸術表現学科はアーティスト、クリエイター、研究者として次の能力を備えた学生に学位を授与する。
（学位の授与方針） 1. 自律した豊かな思考理論と学際的な専門知識を備え、適切に活用できる。

2. 高度な表現技術と表現技法を修得し、優れた創造力と審美力を発揮できる。
3. 絵画・立体造形・メディア芸術の芸術表現を通じて、芸術文化の創造に主体的に貢献できる。

芸術表現学科のCP 芸術表現学科は、次の方針で人材を育成する。
（教育課程編成 1. 学際的な教育を通じて、豊かな思考理論を培い、次世代の芸術文化を主体的に創造できる人材を育成する。
・実施の方針） 2. 芸術に関する基盤的な知識と芸術表現分野の教育を行い、高度な表現技術と表現技法を備える人材を育成する。

3. 絵画・立体造形・メディア芸術分野のそれぞれの多様な専門科目と高度な技術を学び、芸術表現の分野で実践できる人材を育成する。

Writing for Specific Purposes 

Introduction to Translation 

English Expressions

Domestic Job Training

Introduction to Online English

Overseas Job Training

Professional Writing Skills



立体造形専攻カリキュラムマップ

科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
必 総合立体造形演習Ⅱ 必 卒業研究Ⅱ Reading & WritingⅦ・Ⅷ
必 総合立体造形演習Ⅰ 必 卒業研究Ⅰ Listening & SpeakingⅦ・Ⅷ

中国語Ⅶ・Ⅷ
韓国語Ⅶ・Ⅷ
ドイツ語Ⅶ・Ⅷ
フランス語Ⅶ・Ⅷ

必 ミクストメディア演習 必 フィギュア演習Ⅱ 選 西洋絵画史 選 エンターテイメント芸術論 選 QUEST演習C 選 キャリア開発演習B 選 インターンシップ
必 現代木彫表現実習 必 ＦＲＰ造形演習 選 プロダクトデザイン基礎演習 選 キャリア開発演習C Reading & WritingⅤ・Ⅵ キャリア形成戦略

必 スチロールワーク演習Ⅱ Listening & SpeakingⅤ・Ⅵ

選必 インスタレーション実習
ProjectⅠ・Ⅱ
中国語Ⅴ・Ⅵ
韓国語Ⅴ・Ⅵ
ドイツ語Ⅴ・Ⅵ
フランス語Ⅴ・Ⅵ

キャリア開発論 必 木彫表現基礎実習 必 スチロールワーク演習Ⅰ 選必 美術解剖学 選 アニメーション芸術論 数理的教養Ⅲ 必 塑造実習Ⅰ 選 QUEST演習B 選 キャリア開発演習A
必 フィギュア演習Ⅰ 必 キャラクターオブジェ基礎実習 選必 現代美術論 選 映像芸術表現論 選必 塑造実習Ⅱ Reading & WritingⅢ・Ⅳ 選 学外演習

選必 写真演習 選必 キャラクターオブジェ実習 選 現代美術演習 選 工芸史 Listening & SpeakingⅢ・Ⅳ

選必 溶接実習 選 材料学 Advanced R & WⅠ・Ⅱ
選必 溶接演習 選 版画実習

選 テラコッタ演習 選 工芸デザイン基礎演習
選 モザイク
選 ドローイング基礎実習

中国語Ⅲ・Ⅳ
韓国語Ⅲ・Ⅳ
ドイツ語Ⅲ・Ⅳ
フランス語Ⅲ・Ⅳ
実用国語Ⅲ（伝達力）
実用国語Ⅳ（表現力）

日本の歴史 科学の世界 選必 モデリング基礎演習 必 ペーパークラフト演習 必 立体造形概論 選 メディア芸術概論 選 コンピュータ基礎演習 数理的教養Ⅰ 必 塑造演習 必 芸術表現演習 選 QUEST演習A
世界の歴史 地理の世界 選必 立体造形基礎演習 必 テラコッタ実習 必 西洋美術史 選 絵画演習 選 グラフィックデザイン 数理的教養Ⅱ 選 絵画概論 Reading & WritingⅠ・Ⅱ 九産大力
法学 現代の経済 必 立体構成 必 日本美術史 選 工芸デザイン概論 選 デジタルペイント 総合講座A 課題解決演習A Listening & SpeakingⅠ・Ⅱ 学生サポーター
日本国憲法 現代の経営 必 平面構成 選 東洋美術史 選 ベーシックモーション 総合講座B 課題解決演習B Labo TrainingⅠ・Ⅱ 学生ボランティア入門
現代の政治 地学の世界 必 デッサン 選 美術概論 総合講座C 実践力育成演習A Four SkillsⅠ・Ⅱ
倫理学 美学・美術史 選必 デッサン基礎演習 選必 色彩学 総合講座D 実践力育成演習B 中国語Ⅰ・Ⅱ
哲学の世界 音楽概論 選必 図学製図基礎演習 実践キャリア学修A 韓国語Ⅰ・Ⅱ
文学の世界 世界の美術館 実践キャリア学修B ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
心理学概説 人権･同和問題 実践キャリア演習A フランス語Ⅰ・Ⅱ
文化人類学 ジェンダーと社会 実践キャリア演習B スポーツ科学演習
科学・技術史 心の健康 数学の世界
キャリア形成基礎論 健康学
実用国語Ⅰ（文章力） 教養講座
実用国語Ⅱ（国語力）

６ 主体的行動力

学位授与方針 幅広い教養と専門的知識を備え、適切に活用できる。 論理的に思考し、判断することができる。
技術･技能を修得し、

創造力･実践力を
発揮できる。

多彩な人々とコミュ
ニケーションを行い、

熱意を持って社会の
発展に貢献できる。

広い視野を持って、
主体的に他者と

協力できる。

６つの身に
つけるべき力 １ 基礎的教養 ２ 専門的知識 ３ 論理的思考力 ４ 実践力 ５ コミュニケーション力

思考的チカラ 自律的チカラ

高い知性と幅広い知識を備え、
適切に活用できる。

芸術の各分野における技術・技能を修得し、
次世代の芸術文化を主体的に創造できるチカラを発揮できる。

豊かな思考理論を培い、
社会と文化の発展に貢献できる。 高い知性と幅広い知識を備え、適切に活用できる。

感性力 学際力

芸術学部
学位授与方針

自律的チカラ 創造的チカラ

現行の分類 基礎的教養 表現力 創造力 IT力 分析力／解決力 実践力 コミュニケーション力 キャリア開発力

芸術表現学科の養成 芸術表現学科は、地域社会およびグローバル社会の芸術文化の創造に貢献するため、独創的な造形力や審美力を基に伝統的な表現手法
する人材像 や先端的な表現手法を用いて、新たな芸術を創造できる芸術表現分野の専門家を養成する。
芸術表現学科のDP 芸術表現学科はアーティスト、クリエイター、研究者として次の能力を備えた学生に学位を授与する。
（学位の授与方針） 1. 自律した豊かな思考理論と学際的な専門知識を備え、適切に活用できる。

2. 高度な表現技術と表現技法を修得し、優れた創造力と審美力を発揮できる。
3. 絵画・立体造形・メディア芸術の芸術表現を通じて、芸術文化の創造に主体的に貢献できる。

芸術表現学科のCP 芸術表現学科は、次の方針で人材を育成する。
（教育課程編成 1. 学際的な教育を通じて、豊かな思考理論を培い、次世代の芸術文化を主体的に創造できる人材を育成する。
・実施の方針） 2. 芸術に関する基盤的な知識と芸術表現分野の教育を行い、高度な表現技術と表現技法を備える人材を育成する。

3. 絵画・立体造形・メディア芸術分野のそれぞれの多様な専門科目と高度な技術を学び、芸術表現の分野で実践できる人材を育成する。

Writing for Specific Purposes 

Introduction to Translation 

English Expressions

Domestic Job Training

Introduction to Online English

Overseas Job Training

Professional Writing Skills



メディア芸術専攻カリキュラムマップ

科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
Reading & WritingⅦ・Ⅷ 必 卒業研究 I
Listening & SpeakingⅦ・Ⅷ 必 卒業研究 II
中国語Ⅶ・Ⅷ
韓国語Ⅶ・Ⅷ
ドイツ語Ⅶ・Ⅷ
フランス語Ⅶ・Ⅷ

選必 アニメーション設計制作実習 選必 ゲーム設計制作実習 選必 サウンドアート実習 選必 インスタレーション実習 選必 エンターテイメント芸術設計制作実習 必

必

エンターテイメント芸術論 選 キャリア開発演習C 選 キャリア開発演習B 選 インターンシップ
選必 映像芸術設計制作実習 選 意匠・商標法 選必 Webデザイン実習 選必 マンガ芸術論

メディア芸術特別論
選 QUEST演習C Reading & WritingⅤ・Ⅵ キャリア形成戦略
必 メディア芸術応用演習I Listening & SpeakingⅤ・Ⅵ

必 メディア芸術応用演習II
選 ミクストメディア演習 ProjectⅠ・Ⅱ

選必 メディア芸術特別演習 中国語Ⅴ・Ⅵ
韓国語Ⅴ・Ⅵ
ドイツ語Ⅴ・Ⅵ
フランス語Ⅴ・Ⅵ

キャリア開発論 必 メディア芸術演習A 必 メディア芸術演習C 必 サウンドアート演習 選 特撮・VFX概論 必 企画ストーリー演習 選 QUEST演習B 選 キャリア開発演習A
必 メディア芸術演習B 必 メディア芸術演習D 選必 マンガ設計制作実習II 必 映像芸術表現論 Reading & WritingⅢ・Ⅳ 選 学外演習
選 工芸デザイン基礎演習 選 ドローイング基礎実習 選 写真演習 必 アニメーション芸術論 Listening & SpeakingⅢ・Ⅳ

選 フィギュア演習Ⅰ 選必 美術解剖学 Advanced R & WⅠ・Ⅱ
選必 現代美術論
選必 色彩学

数理的教養Ⅲ

中国語Ⅲ・Ⅳ
韓国語Ⅲ・Ⅳ
ドイツ語Ⅲ・Ⅳ
フランス語Ⅲ・Ⅳ
実用国語Ⅲ（伝達力）
実用国語Ⅳ（表現力）

日本の歴史 科学の世界 必 デッサン 選 塑造演習 必 デジタルペイント 必 芸術表現演習 選 コンピュータ基礎演習 数理的教養Ⅰ 課題解決演習A Reading & WritingⅠ・Ⅱ 選 QUEST演習A
世界の歴史 地理の世界 選 デッサン基礎演習 選 立体構成 必 ベーシックモーション 選 西洋美術史 選 コンピュータ概論 数理的教養Ⅱ 課題解決演習B Listening & SpeakingⅠ・Ⅱ 九産大力
法学 現代の経済 選 平面構成 必 グラフィックデザイン 選 日本美術史 総合講座A 実践力育成演習A Labo TrainingⅠ・Ⅱ 学生サポーター
日本国憲法 現代の経営 選 絵画演習 選 東洋美術史 総合講座B 実践力育成演習B Four SkillsⅠ・Ⅱ 学生ボランティア入門
現代の政治 地学の世界 総合講座C 実践キャリア学修A 中国語Ⅰ・Ⅱ
倫理学 美学・美術史 総合講座D 実践キャリア学修B 韓国語Ⅰ・Ⅱ
哲学の世界 音楽概論 必 メディア芸術概論 実践キャリア演習A ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
文学の世界 世界の美術館 選必 美術概論 実践キャリア演習B フランス語Ⅰ・Ⅱ
心理学概説 人権･同和問題 選必 立体造形概論 数学の世界 スポーツ科学演習
文化人類学 ジェンダーと社会 選必 絵画概論
科学・技術史 心の健康 選必 デザイン史
キャリア形成基礎論 健康学
実用国語Ⅰ（文章力） 教養講座
実用国語Ⅱ（国語力）

６ 主体的行動力

学位授与方針 幅広い教養と専門的知識を備え、適切に活用できる。 論理的に思考し、判断することができる。
技術･技能を修得し、

創造力･実践力を
発揮できる。

多彩な人々とコミュ
ニケーションを行い、

熱意を持って社会の
発展に貢献できる。

広い視野を持って、
主体的に他者と

協力できる。

６つの身に
つけるべき力 １ 基礎的教養 ２ 専門的知識 ３ 論理的思考力 ４ 実践力 ５ コミュニケーション力

思考的チカラ 自律的チカラ

高い知性と幅広い知識を備え、
適切に活用できる。

芸術の各分野における技術・技能を修得し、
次世代の芸術文化を主体的に創造できるチカラを発揮できる。

豊かな思考理論を培い、
社会と文化の発展に貢献できる。 高い知性と幅広い知識を備え、適切に活用できる。

感性力 学際力

芸術学部
学位授与方針

自律的チカラ 創造的チカラ

現行の分類 基礎的教養 表現力 創造力 IT力 分析力／解決力 実践力 コミュニケーション力 キャリア開発力

芸術表現学科の養成 芸術表現学科は、地域社会およびグローバル社会の芸術文化の創造に貢献するため、独創的な造形力や審美力を基に伝統的な表現手法
する人材像 や先端的な表現手法を用いて、新たな芸術を創造できる芸術表現分野の専門家を養成する。
芸術表現学科のDP 芸術表現学科はアーティスト、クリエイター、研究者として次の能力を備えた学生に学位を授与する。
（学位の授与方針） 1. 自律した豊かな思考理論と学際的な専門知識を備え、適切に活用できる。

2. 高度な表現技術と表現技法を修得し、優れた創造力と審美力を発揮できる。
3. 絵画・立体造形・メディア芸術の芸術表現を通じて、芸術文化の創造に主体的に貢献できる。

芸術表現学科のCP 芸術表現学科は、次の方針で人材を育成する。
（教育課程編成 1. 学際的な教育を通じて、豊かな思考理論を培い、次世代の芸術文化を主体的に創造できる人材を育成する。
・実施の方針） 2. 芸術に関する基盤的な知識と芸術表現分野の教育を行い、高度な表現技術と表現技法を備える人材を育成する。

3. 絵画・立体造形・メディア芸術分野のそれぞれの多様な専門科目と高度な技術を学び、芸術表現の分野で実践できる人材を育成する。

Writing for Specific Purposes 

Introduction to Translation 

English Expressions

Domestic Job Training

Introduction to Online English

Overseas Job Training

Professional Writing Skills

選必 視覚心理学



写真専攻カリキュラムマップ

科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
選 特別講義 必 卒業研究Ⅱ Reading & WritingⅦ・Ⅷ

必 卒業研究Ⅰ Listening & SpeakingⅦ・Ⅷ

中国語Ⅶ・Ⅷ
韓国語Ⅶ・Ⅷ
ドイツ語Ⅶ・Ⅷ
フランス語Ⅶ・Ⅷ

選 国外作家論 選 マルチメディア演習 必 写真制作実習A 選 キャリア開発演習C 選 キャリア開発演習B 選 インターンシップ
選 国内作家論 選 メディア表現実習 必 写真制作実習B 選 QUEST演習C Reading & WritingⅤ・Ⅵ キャリア形成戦略

選 映像表現実習Ⅱ 必 写真制作実習C 必 ゼミナールⅡ Listening & SpeakingⅤ・Ⅵ 選必 写真創作演習A
必 写真制作実習D 必 ゼミナールⅠ 選必 写真創作演習B
必 写真制作実習E ProjectⅠ・Ⅱ

中国語Ⅴ・Ⅵ
韓国語Ⅴ・Ⅵ
ドイツ語Ⅴ・Ⅵ
フランス語Ⅴ・Ⅵ

キャリア開発論 必 写真表現実習A 必 制作実習A 必 写真芸術論 必 映像表現実習Ⅰ 数理的教養Ⅲ 選 写真クリエイティブ実習A 選 QUEST演習B 選 キャリア開発演習A
必 写真表現実習B 必 制作実習B 選 写真制作論A 選必 フォトジャーナリズム論 選 写真クリエイティブ実習B Reading & WritingⅢ・Ⅳ 選 学外演習
必 写真表現実習C 選必 写真制作基礎実習A 必 写真制作論B 選必 広告写真論 選 写真クリエイティブ実習C Listening & SpeakingⅢ・Ⅳ

必 写真表現実習D 選必 写真制作基礎実習Ｂ 選 営業写真論 選 写真クリエイティブ実習D Advanced R & WⅠ・Ⅱ
選 現代写真論
選 映像史

中国語Ⅲ・Ⅳ
韓国語Ⅲ・Ⅳ
ドイツ語Ⅲ・Ⅳ
フランス語Ⅲ・Ⅳ
実用国語Ⅲ（伝達力）
実用国語Ⅳ（表現力）

日本の歴史 科学の世界 選必 メディア基礎実習 必 写真基礎実習Ⅱ 必 写真学概論 選 3DCG演習 選 コンピュータ基礎演習 選必 コンテンツデザイン演習A 課題解決演習A 必 写真・映像メディア演習 選 QUEST演習A
世界の歴史 地理の世界 必 写真基礎実習Ⅰ 必 写真史 選 絵画演習 選必 CG演習A 数理的教養Ⅰ 課題解決演習B Reading & WritingⅠ・Ⅱ 九産大力
法学 現代の経済 必 映像基礎実習A 選 美術概論 選 塑造演習 選必 CG演習B 数理的教養Ⅱ 実践力育成演習A Listening & SpeakingⅠ・Ⅱ 学生サポーター
日本国憲法 現代の経営 選必 映像基礎実習B 選 日本美術史 選 工芸デザイン基礎演習 選必 写真表現論 総合講座A 実践力育成演習B Labo TrainingⅠ・Ⅱ 学生ボランティア入門
現代の政治 地学の世界 選必 写真基礎実習A 選 西洋美術史 選 色彩学 選 マルチメディア概論 総合講座B 実践キャリア学修A Four SkillsⅠ・Ⅱ
倫理学 美学・美術史 選必 写真基礎実習B 選 東洋美術史 選 映像論 総合講座C 実践キャリア学修B 中国語Ⅰ・Ⅱ
哲学の世界 音楽概論 選必 デッサン 選 映像メディア概論 総合講座D 実践キャリア演習A 韓国語Ⅰ・Ⅱ
文学の世界 世界の美術館 選必 立体構成 実践キャリア演習B ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
心理学概説 人権･同和問題 選必 平面構成 数学の世界 フランス語Ⅰ・Ⅱ
文化人類学 ジェンダーと社会 選 デッサン基礎演習 スポーツ科学演習
科学・技術史 心の健康
キャリア形成基礎論 健康学
実用国語Ⅰ（文章力） 教養講座
実用国語Ⅱ（国語力）

６ 主体的行動力

学位授与方針 幅広い教養と専門的知識を備え、適切に活用できる。 論理的に思考し、判断することができる。
技術･技能を修得し、

創造力･実践力を
発揮できる。

多彩な人々とコミュ
ニケーションを行い、

熱意を持って社会の
発展に貢献できる。

広い視野を持って、
主体的に他者と

協力できる。

６つの身に
つけるべき力 １ 基礎的教養 ２ 専門的知識 ３ 論理的思考力 ４ 実践力 ５ コミュニケーション力

思考的チカラ 自律的チカラ

高い知性と幅広い知識を備え、
適切に活用できる。

芸術の各分野における技術・技能を修得し、
次世代の芸術文化を主体的に創造できるチカラを発揮できる。

豊かな思考理論を培い、
社会と文化の発展に貢献できる。 高い知性と幅広い知識を備え、適切に活用できる。

感性力 学際力

芸術学部
学位授与方針

自律的チカラ 創造的チカラ

現行の分類 基礎的教養 表現力 創造力 IT力 分析力／解決力 実践力 コミュニケーション力 キャリア開発力

写真・映像メディア学科の 写真・映像メディア学科は、多様化する社会に貢献するため、豊かな想像力と行動力を基に最新の撮影技術や処理技術を用いて、様々な撮影
養成する人材像 現場への対応と作品表現を通して社会へ発信できる写真・映像メディア分野の専門家を養成する。
写真・映像メディア学科の 写真・映像メディア学科はスペシャリストとして次の能力を備えた学生に学位を授与する。
DP 1. 多様化する今日の社会の要求に素早く対応する幅広い教養と専門知識を備え、適切に活用できる。
（学位の授与方針） 2. 自己を発信する技術・技法を修得し、想像力・実践力を発揮できる。

3. 写真や映像メディアを通じて主体的に社会と文化の発展に貢献できる。
写真・映像メディア学科の 写真· 映像メディア学科は、次の方針で人材を育成する。
CP 1. 学際的な教育を通じて、幅広い教養を培い、写真、映像を通して社会と文化の発展に頁献できる人材を育成する。
（教育課程編成 2. 芸術に関する基盤的な知識と写真、映像メディア分野の教育を行い、自己を発信する技術と技法を備える人材を育成する。
・実施の方針） 3. 写真、映像メディアそれぞれの多様な専門科目と高度な制作技術を学び、写真・映像メディア分野で実践できる人材を育成する。

Writing for Specific Purposes 

Introduction to Translation 

English Expressions

Domestic Job Training

Introduction to Online English

Overseas Job Training

Professional Writing Skills



映像メディア専攻カリキュラムマップ

科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
必 卒業研究Ⅱ Reading & WritingⅦ・Ⅷ
必 卒業研究Ⅰ Listening & SpeakingⅦ・Ⅷ

中国語Ⅶ・Ⅷ
韓国語Ⅶ・Ⅷ
ドイツ語Ⅶ・Ⅷ
フランス語Ⅶ・Ⅷ

必 ショートフィルム制作実習 選必 マルチメディア演習 必 広告マーケティング論 選 マンガ芸術論 選 情報システム設計演習 選 QUEST演習C 選 キャリア開発演習B 選 インターンシップ
選 メディア表現実習 選必 シナリオ演習 選必 アドバタイジング 選 絵画演習 選必 通信ネットワーク演習 選 キャリア開発演習C Reading & WritingⅤ・Ⅵ キャリア形成戦略

選必 映像演出実習 選 エンターテイメント芸術論 必 ゼミナールⅡ Listening & SpeakingⅤ・Ⅵ

選 サウンドアート実習 必 ゼミナールⅠ
選 日本美術史 ProjectⅠ・Ⅱ

中国語Ⅴ・Ⅵ
韓国語Ⅴ・Ⅵ
ドイツ語Ⅴ・Ⅵ
フランス語Ⅴ・Ⅵ

キャリア開発論 必 メディア基礎演習 選必 音響基礎実習 必 番組制作論 選 工芸デザイン基礎演習 選必 CG演習A 必 デジタルコンテンツデザイン 選 現代写真論 選 QUEST演習B 選 キャリア開発演習A
必 映像基礎実習C 選必 3DCG実習 選 写真制作論A 選 アニメーション芸術論 選必 CG演習B 選必 コンテンツデザイン演習B 必 映像史 Reading & WritingⅢ・Ⅳ 選 学外演習
必 映像基礎実習D 必 アニメーション実習 選 特撮・VFX概論 選 映像芸術表現論 数理的教養Ⅲ Listening & SpeakingⅢ・Ⅳ

必 音響デザイン 選 特撮・VFX実習 Advanced R & WⅠ・Ⅱ
選 演技基礎実習
選 番組制作実習

中国語Ⅲ・Ⅳ
韓国語Ⅲ・Ⅳ
ドイツ語Ⅲ・Ⅳ
フランス語Ⅲ・Ⅳ
実用国語Ⅲ（伝達力）
実用国語Ⅳ（表現力）

日本の歴史 科学の世界 必 メディア基礎実習 必 映像基礎実習A 必 マルチメディア概論 選 塑造演習 選 コンピュータ基礎演習 必 コンテンツデザイン演習A 課題解決演習A 必 写真・映像メディア演習 選 QUEST演習A
世界の歴史 地理の世界 必 映像基礎実習B 必 映像メディア概論 数理的教養Ⅰ 課題解決演習B Reading & WritingⅠ・Ⅱ 九産大力
法学 現代の経済 必 3DCG演習 選必 写真表現論 数理的教養Ⅱ 実践力育成演習A Listening & SpeakingⅠ・Ⅱ 学生サポーター
日本国憲法 現代の経営 必 写真基礎実習Ⅰ 選 視覚心理学 総合講座A 実践力育成演習B Labo TrainingⅠ・Ⅱ 学生ボランティア入門
現代の政治 地学の世界 必 写真基礎実習Ⅱ 選 色彩学 総合講座B 実践キャリア学修A Four SkillsⅠ・Ⅱ
倫理学 美学・美術史 選必 写真基礎実習A 選 美術概論 総合講座C 実践キャリア学修B 中国語Ⅰ・Ⅱ
哲学の世界 音楽概論 選必 写真基礎実習B 選 西洋美術史 総合講座D 実践キャリア演習A 韓国語Ⅰ・Ⅱ
文学の世界 世界の美術館 選必 デッサン 選 東洋美術史 実践キャリア演習B ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
心理学概説 人権･同和問題 選必 平面構成 選 写真史 数学の世界 フランス語Ⅰ・Ⅱ
文化人類学 ジェンダーと社会 選必 立体構成 選 映像論 スポーツ科学演習
科学・技術史 心の健康 選 デッサン基礎演習 選 写真学概論
キャリア形成基礎論 健康学
実用国語Ⅰ（文章力） 教養講座
実用国語Ⅱ（国語力）

６ 主体的行動力

学位授与方針 幅広い教養と専門的知識を備え、適切に活用できる。 論理的に思考し、判断することができる。
技術･技能を修得し、

創造力･実践力を
発揮できる。

多彩な人々とコミュ
ニケーションを行い、

熱意を持って社会の
発展に貢献できる。

広い視野を持って、
主体的に他者と

協力できる。

６つの身に
つけるべき力 １ 基礎的教養 ２ 専門的知識 ３ 論理的思考力 ４ 実践力 ５ コミュニケーション力

思考的チカラ 自律的チカラ

高い知性と幅広い知識を備え、
適切に活用できる。

芸術の各分野における技術・技能を修得し、
次世代の芸術文化を主体的に創造できるチカラを発揮できる。

豊かな思考理論を培い、
社会と文化の発展に貢献できる。 高い知性と幅広い知識を備え、適切に活用できる。

感性力 学際力

芸術学部
学位授与方針

自律的チカラ 創造的チカラ

現行の分類 基礎的教養 表現力 創造力 IT力 分析力／解決力 実践力 コミュニケーション力 キャリア開発力

写真・映像メディア学科の 写真・映像メディア学科は、多様化する社会に貢献するため、豊かな想像力と行動力を基に最新の撮影技術や処理技術を用いて、様々な撮影
養成する人材像 現場への対応と作品表現を通して社会へ発信できる写真・映像メディア分野の専門家を養成する。
写真・映像メディア学科の 写真・映像メディア学科はスペシャリストとして次の能力を備えた学生に学位を授与する。
DP 1. 多様化する今日の社会の要求に素早く対応する幅広い教養と専門知識を備え、適切に活用できる。
（学位の授与方針） 2. 自己を発信する技術・技法を修得し、想像力・実践力を発揮できる。

3. 写真や映像メディアを通じて主体的に社会と文化の発展に貢献できる。
写真・映像メディア学科の 写真・映像メディア学科は、次の方針で人材を育成する。
CP 1. 学際的な教育を通じて、幅広い教養を培い、写真、映像を通して社会と文化の発展に頁献できる人材を育成する。
（教育課程編成 2. 芸術に関する基盤的な知識と写真、映像メディア分野の教育を行い、自己を発信する技術と技法を備える人材を育成する。
・実施の方針） 3. 写真、映像メディアそれぞれの多様な専門科目と高度な制作技術を学び、写真・映像メディア分野で実践できる人材を育成する。

Writing for Specific Purposes 

Introduction to Translation 

Domestic Job Training

Introduction to Online English

Overseas Job Training

Professional Writing Skills

English Expressions



グラフィックデザイン専攻カリキュラムマップ

科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
必 卒業研究Ⅱ Reading & WritingⅦ・Ⅷ
必 卒業研究Ⅰ Listening & SpeakingⅦ・Ⅷ

中国語Ⅶ・Ⅷ
韓国語Ⅶ・Ⅷ
ドイツ語Ⅶ・Ⅷ
フランス語Ⅶ・Ⅷ

選必 エディトリアルデザイン演習 選 意匠・商標法 選 プロダクトデザイン基礎演習 選必 特別実習 選 QUEST演習C 選 キャリア開発演習B 選 インターンシップ
選必 ダイアグラムデザイン演習 選 塑造演習 選必 アドバタイジングデザイン演習 選 キャリア開発演習C Reading & WritingⅤ・Ⅵ キャリア形成戦略
選必 Webデザイン演習 選 絵画演習 必 デザイン研究 Listening & SpeakingⅤ・Ⅵ 必 グラフィックデザイン特別演習

必 グラフィックデザイン演習Ⅳ

ProjectⅠ・Ⅱ
中国語Ⅴ・Ⅵ
韓国語Ⅴ・Ⅵ
ドイツ語Ⅴ・Ⅵ
フランス語Ⅴ・Ⅵ

キャリア開発論 選必 グラフィックデザイン表現実習A 必 グラフィックデザイン印刷演習 選必 パッケージデザイン演習 選 映像演習 選必 プロモーション・企画実習 必 グラフィックデザイン演習Ⅲ 選 QUEST演習B 選 キャリア開発演習A
選必 グラフィックデザイン表現実習B 必 グラフィックデザイン写真演習 選 東洋美術史 選 工芸デザイン基礎演習 数理的教養Ⅲ 必 グラフィックデザイン演習Ⅱ Reading & WritingⅢ・Ⅳ 選 学外演習
選必 グラフィックデザイン表現実習C 選必 タイポグラフィ実習Ⅱ 選 日本美術史 Listening & SpeakingⅢ・Ⅳ

Advanced R & WⅠ・Ⅱ

中国語Ⅲ・Ⅳ
韓国語Ⅲ・Ⅳ
ドイツ語Ⅲ・Ⅳ
フランス語Ⅲ・Ⅳ
実用国語Ⅲ（伝達力）
実用国語Ⅳ（表現力）

日本の歴史 科学の世界 選 色彩計画演習A 必 デッサン 必 グラフィックデザイン概論 必 図学製図基礎演習 選 コンピュータ基礎演習 数理的教養Ⅰ 必 グラフィックデザイン演習Ⅰ 必 ビジュアルデザイン演習 選 QUEST演習A
世界の歴史 地理の世界 必 平面構成 必 色彩学 選 視覚心理学 数理的教養Ⅱ 課題解決演習A Reading & WritingⅠ・Ⅱ 九産大力
法学 現代の経済 必 立体構成 選必 ビジュアルデザイン史 選 工芸デザイン概論 総合講座A 課題解決演習B Listening & SpeakingⅠ・Ⅱ 学生サポーター
日本国憲法 現代の経営 必 タイポグラフィ実習Ⅰ 選 美術概論 選 工芸史 総合講座B 実践力育成演習A Labo TrainingⅠ・Ⅱ 学生ボランティア入門
現代の政治 地学の世界 選 デッサン基礎演習 選 西洋美術史 総合講座C 実践力育成演習B Four SkillsⅠ・Ⅱ
倫理学 美学・美術史 選 カリグラフィ 総合講座D 実践キャリア学修A 中国語Ⅰ・Ⅱ
哲学の世界 音楽概論 実践キャリア学修B 韓国語Ⅰ・Ⅱ
文学の世界 世界の美術館 実践キャリア演習A ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
心理学概説 人権･同和問題 実践キャリア演習B フランス語Ⅰ・Ⅱ
文化人類学 ジェンダーと社会 数学の世界 スポーツ科学演習
科学・技術史 心の健康
キャリア形成基礎論 健康学
実用国語Ⅰ（文章力） 教養講座
実用国語Ⅱ（国語力）

６ 主体的行動力

学位授与方針 幅広い教養と専門的知識を備え、適切に活用できる。 論理的に思考し、判断することができる。
技術･技能を修得し、

創造力･実践力を
発揮できる。

多彩な人々とコミュ
ニケーションを行い、

熱意を持って社会の
発展に貢献できる。

広い視野を持って、
主体的に他者と

協力できる。

６つの身に
つけるべき力 １ 基礎的教養 ２ 専門的知識 ３ 論理的思考力 ４ 実践力 ５ コミュニケーション力

思考的チカラ 自律的チカラ

高い知性と幅広い知識を備え、
適切に活用できる。

芸術の各分野における技術・技能を修得し、
次世代の芸術文化を主体的に創造できるチカラを発揮できる。

豊かな思考理論を培い、
社会と文化の発展に貢献できる。 高い知性と幅広い知識を備え、適切に活用できる。

感性力 学際力

芸術学部
学位授与方針

自律的チカラ 創造的チカラ

現行の分類 基礎的教養 表現力 創造力 IT力 分析力／解決力 実践力 コミュニケーション力 キャリア開発力

ビジュアルデザイン学科の ビジュアルデザイン学科は、社会の多様なビジュアルコミュニケーションに対応するため、グローバルな視野に立った編集力や伝達力を基に
養成する人材像 アナログやデジタル表現技術を用いて、社会へ貢献できるビジュアルデザイン分野の専門家を養成する。
ビジュアルデザイン学科の ビジュアルデザイン学科はデザイナーとして次の能力を備えた学生に学位を授与する。
DP 1. 現代社会における多様なビジュアルコミュニケーションの専門知識を備え、適切に活用できる。
（学位の授与方針） 2. 編集や伝達に関する技術・技法を修得し、表現力・実践力を発揮できる。
　 3. グラフィックデザイン、イラストレーションデザインを通じて社会と文化の発展に貢献できる。
ビジュアルデザイン学科の ビジュアルデザイン学科は、次の方針で人材を育成する。
CP 1. 学際的な教育を通じて、ビジュアルコミュニケーション能力を培い、社会と文化の発展に貢献できる人材を育成する。
（教育課程編成 2. 芸術に関する基盤的な知識とビジュアルデザイン分野の教育を行い、高い編集力や伝達力を備える人材を育成する。
・実施の方針） 3. グラフィック、イラストレーションそれぞれの多様な専門科目と多様な表現技術を学び、ビジュアルデザインの分野で実践できる人材を育成する。

Writing for Specific Purposes 

Introduction to Translation 

Domestic Job Training

Introduction to Online English

Overseas Job Training

Professional Writing Skills

English Expressions



イラストレーションデザイン専攻カリキュラムマップ

科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
選 イラストレーション実践演習 必 卒業研究Ⅱ Reading & WritingⅦ・Ⅷ

必 卒業研究Ⅰ Listening & SpeakingⅦ・Ⅷ

中国語Ⅶ・Ⅷ
韓国語Ⅶ・Ⅷ
ドイツ語Ⅶ・Ⅷ
フランス語Ⅶ・Ⅷ

選 意匠・商標法 選必 ファッションイラスト実習 必 イラストレーションデザイン演習Ⅳ 選 プロダクトデザイン基礎演習 必 CG実習C 必 イラストレーションデザイン特別演習 選 キャリア開発演習C Reading & WritingⅤ・Ⅵ 選 インターンシップ
選必 マンガ実習 選必 コミックイラストレーション実習 選 メディア芸術概論 選 QUEST演習C Listening & SpeakingⅤ・Ⅵ キャリア形成戦略

選 版画基礎実習 必 デザイン研究
ProjectⅠ・Ⅱ
中国語Ⅴ・Ⅵ
韓国語Ⅴ・Ⅵ
ドイツ語Ⅴ・Ⅵ
フランス語Ⅴ・Ⅵ

キャリア開発論 選必 グラフィックデザイン写真演習 必 イラストレーションデザイン演習Ⅱ 選 日本美術史 選必 映像演習 必 CG実習A 選 デザイン企画演習 必 イラストレーションデザイン演習Ⅲ 選 キャリア開発演習B 選 キャリア開発演習A
選必 ドローイング基礎実習 選 東洋美術史 選 工芸デザイン基礎演習 必 CG実習B 数理的教養Ⅲ 選 QUEST演習B 選 学外演習
選必 絵画演習 選必 パッケージデザイン実習 選 材料学 選必 Webデザイン演習 Reading & WritingⅢ・Ⅳ

選必 水墨イラストレーション実習 選 モザイク Listening & SpeakingⅢ・Ⅳ

選 塑造演習 Advanced R & WⅠ・Ⅱ
選 フィギュア演習Ⅰ

中国語Ⅲ・Ⅳ
韓国語Ⅲ・Ⅳ
ドイツ語Ⅲ・Ⅳ
フランス語Ⅲ・Ⅳ
実用国語Ⅲ（伝達力）
実用国語Ⅳ（表現力）

日本の歴史 科学の世界 必 イラストレーションデザイン基礎演習 必 デッサン 必 色彩学 選必 視覚心理学 選 コンピュータ基礎演習 数理的教養Ⅰ 必 イラストレーションデザイン演習Ⅰ 必 ビジュアルデザイン演習 選 QUEST演習A
世界の歴史 地理の世界 必 色彩計画演習A 必 平面構成 必 イラストレーションデザイン概論 選 工芸デザイン概論 数理的教養Ⅱ 課題解決演習A Reading & WritingⅠ・Ⅱ 九産大力
法学 現代の経済 選必 キャラクターデザイン実習 必 立体構成 選必 ビジュアルデザイン史 選 図学製図基礎演習 総合講座A 課題解決演習B Listening & SpeakingⅠ・Ⅱ 学生サポーター
日本国憲法 現代の経営 選 デッサン基礎演習 選 西洋美術史 選 工芸史 総合講座B 実践力育成演習A Labo TrainingⅠ・Ⅱ 学生ボランティア入門
現代の政治 地学の世界 選 カリグラフィ 選 美術概論 総合講座C 実践力育成演習B Four SkillsⅠ・Ⅱ
倫理学 美学・美術史 総合講座D 実践キャリア学修A 中国語Ⅰ・Ⅱ
哲学の世界 音楽概論 実践キャリア学修B 韓国語Ⅰ・Ⅱ
文学の世界 世界の美術館 実践キャリア演習A ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
心理学概説 人権･同和問題 実践キャリア演習B フランス語Ⅰ・Ⅱ
文化人類学 ジェンダーと社会 数学の世界 スポーツ科学演習
科学・技術史 心の健康
キャリア形成基礎論 健康学
実用国語Ⅰ（文章力） 教養講座
実用国語Ⅱ（国語力）

６ 主体的行動力

学位授与方針 幅広い教養と専門的知識を備え、適切に活用できる。 論理的に思考し、判断することができる。
技術･技能を修得し、

創造力･実践力を
発揮できる。

多彩な人々とコミュ
ニケーションを行い、

熱意を持って社会の
発展に貢献できる。

広い視野を持って、
主体的に他者と

協力できる。

６つの身に
つけるべき力 １ 基礎的教養 ２ 専門的知識 ３ 論理的思考力 ４ 実践力 ５ コミュニケーション力

思考的チカラ 自律的チカラ

高い知性と幅広い知識を備え、
適切に活用できる。

芸術の各分野における技術・技能を修得し、
次世代の芸術文化を主体的に創造できるチカラを発揮できる。

豊かな思考理論を培い、
社会と文化の発展に貢献できる。 高い知性と幅広い知識を備え、適切に活用できる。

感性力 学際力

芸術学部
学位授与方針

自律的チカラ 創造的チカラ

現行の分類 基礎的教養 表現力 創造力 IT力 分析力／解決力 実践力 コミュニケーション力 キャリア開発力

ビジュアルデザイン学科の ビジュアルデザイン学科は、社会の多様なビジュアルコミュニケーションに対応するため、グローバルな視野に立った編集力や伝達力を基に
養成する人材像 アナログやデジタル表現技術を用いて、社会へ貢献できるビジュアルデザイン分野の専門家を養成する。
ビジュアルデザイン学科の ビジュアルデザイン学科はデザイナーとして次の能力を備えた学生に学位を授与する。
DP 1. 現代社会における多様なビジュアルコミュニケーションの専門知識を備え、適切に活用できる。
（学位の授与方針） 2. 編集や伝達に関する技術・技法を修得し、表現力・実践力を発揮できる。
　 3. グラフィックデザイン、イラストレーションデザインを通じて社会と文化の発展に貢献できる。
ビジュアルデザイン学科の ビジュアルデザイン学科は、次の方針で人材を育成する。
CP 1. 学際的な教育を通じて、ビジュアルコミュニケーション能力を培い、社会と文化の発展に貢献できる人材を育成する。
（教育課程編成 2. 芸術に関する基盤的な知識とビジュアルデザイン分野の教育を行い、高い編集力や伝達力を備える人材を育成する。
・実施の方針） 3. グラフィック、イラストレーションそれぞれの多様な専門科目と多様な表現技術を学び、ビジュアルデザインの分野で実践できる人材を育成する。

English Expressions

Writing for Specific Purposes 

Introduction to Translation 

Domestic Job Training

Introduction to Online English

Overseas Job Training

Professional Writing Skills



工芸デザイン専攻カリキュラムマップ

科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
必 卒業研究Ⅱ Reading & WritingⅦ・Ⅷ
必 卒業研究Ⅰ Listening & SpeakingⅦ・Ⅷ

必 工芸デザイン演習D 中国語Ⅶ・Ⅷ
韓国語Ⅶ・Ⅷ
ドイツ語Ⅶ・Ⅷ
フランス語Ⅶ・Ⅷ

選必 工芸デザイン特別演習D 必 工芸デザイン演習C 選 プロダクトデザイン基礎演習 選 QUEST演習C Reading & WritingⅤ・Ⅵ 選 インターンシップ
選必 工芸デザイン特別演習C 選 キャリア開発演習C Listening & SpeakingⅤ・Ⅵ キャリア形成戦略

必 工芸デザイン演習ⅢB
必 工芸デザイン演習ⅢA ProjectⅠ・Ⅱ

中国語Ⅴ・Ⅵ
韓国語Ⅴ・Ⅵ
ドイツ語Ⅴ・Ⅵ
フランス語Ⅴ・Ⅵ

キャリア開発論 選必 工芸デザイン特別演習B 必 工芸デザイン演習B 選必 材料学 選 溶接実習 選必 CG演習A 選 日本美術史 必 工芸デザイン演習ⅡB 選 QUEST演習B 選 キャリア開発演習A
選必 工芸デザイン特別演習A 選必 漆芸実習B 選 ファッションデザイン論 選 写真演習 選必 CG演習B 数理的教養Ⅲ 必 工芸デザイン演習ⅡA 選必 キャリア開発演習B 選 学外演習

選必 漆芸実習A 選 クラフトデザイン実習 選必 CAD実習 Reading & WritingⅢ・Ⅳ
選必 ガラス実習 Listening & SpeakingⅢ・Ⅳ

Advanced R & WⅠ・Ⅱ

中国語Ⅲ・Ⅳ
韓国語Ⅲ・Ⅳ
ドイツ語Ⅲ・Ⅳ
フランス語Ⅲ・Ⅳ
実用国語Ⅲ（伝達力）
実用国語Ⅳ（表現力）

日本の歴史 科学の世界 必 工芸デザイン実習ⅠA 必 工芸デザイン概論 選 人間工学概論 選 コンピュータ基礎演習 数理的教養Ⅰ 課題解決演習A 必 生活環境デザイン演習 選 QUEST演習A
世界の歴史 地理の世界 必 工芸デザイン実習ⅠB 必 デザイン史 選 塑造演習 数理的教養Ⅱ 課題解決演習B Reading & WritingⅠ・Ⅱ 九産大力
法学 現代の経済 必 工芸デザイン演習A 選 色彩学 選 絵画演習 総合講座A 実践力育成演習A Listening & SpeakingⅠ・Ⅱ 学生サポーター
日本国憲法 現代の経営 必 デッサン 必 平面構成 必 工芸デザイン基礎演習 総合講座B 実践力育成演習B Labo TrainingⅠ・Ⅱ 学生ボランティア入門
現代の政治 地学の世界 選 デッサン基礎演習 必 立体構成 総合講座C 実践キャリア学修A Four SkillsⅠ・Ⅱ
倫理学 美学・美術史 必 図学製図基礎演習 総合講座D 実践キャリア学修B 中国語Ⅰ・Ⅱ
哲学の世界 音楽概論 選必 東洋美術史 実践キャリア演習A 韓国語Ⅰ・Ⅱ
文学の世界 世界の美術館 選 美術概論 実践キャリア演習B ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
心理学概説 人権･同和問題 選 西洋美術史 数学の世界 フランス語Ⅰ・Ⅱ
文化人類学 ジェンダーと社会 選 工芸史 スポーツ科学演習
科学・技術史 心の健康
キャリア形成基礎論 健康学
実用国語Ⅰ（文章力） 教養講座
実用国語Ⅱ（国語力）

６ 主体的行動力

学位授与方針 幅広い教養と専門的知識を備え、適切に活用できる。 論理的に思考し、判断することができる。
技術･技能を修得し、

創造力･実践力を
発揮できる。

多彩な人々とコミュ
ニケーションを行い、

熱意を持って社会の
発展に貢献できる。

広い視野を持って、
主体的に他者と

協力できる。

６つの身に
つけるべき力 １ 基礎的教養 ２ 専門的知識 ３ 論理的思考力 ４ 実践力 ５ コミュニケーション力

思考的チカラ 自律的チカラ

高い知性と幅広い知識を備え、
適切に活用できる。

芸術の各分野における技術・技能を修得し、
次世代の芸術文化を主体的に創造できるチカラを発揮できる。

豊かな思考理論を培い、
社会と文化の発展に貢献できる。 高い知性と幅広い知識を備え、適切に活用できる。

感性力 学際力

芸術学部
学位授与方針

自律的チカラ 創造的チカラ

現行の分類 基礎的教養 表現力 創造力 IT力 分析力／解決力 実践力 コミュニケーション力 キャリア開発力

生活環境デザイン学科の 生活環境デザイン学科は、人間が生活を営む環境をより良くするため、バランスのとれた構成力や造形力を基に伝統的・先端的な表現技術を
養成する人材像 用いて、豊かな生活に貢献できる生活環境デザイン分野の専門家を養成する。
生活環境デザイン学科の 生活環境デザイン学科はデザイナーとして次の能力を備えた学生に学位を授与する。
DP 1. 多様化する社会において、豊かな暮らしや環境をつくる専門知識を備え、適切に活用できる。
（学位の授与方針） 2. 造形や構成等の技術・技法を修得し、創造力・実践力を発揮できる。

3. 工芸、プロダクト、空間演出を通じて社会と文化の発展に貢献できる。
生活環境デザイン学科の 生活環境デザイン学科は、次の方針で人材を育成する。
CP 1. 学際的な教育を通じて、豊かな暮らしや環境をつくる能力を培い、社会と文化の発展に貢献できる人材を育成する。
（教育課程編成 2. 芸術に関する基盤的な知識と生活環境デザイン分野の教育を行い、高い造形力や構成力等を備える人材を育成する。
・実施の方針） 3. 工芸、 プロダクト、空間演出それぞれの多様な専門科目と多様な技術・技法を学び、生活環境デザインの分野で実践できる人材を育成する。

English Expressions

Writing for Specific Purposes 

Introduction to Translation 

Domestic Job Training

Introduction to Online English

Overseas Job Training

Professional Writing Skills



プロダクトデザイン専攻カリキュラムマップ

科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
必 卒業研究Ⅱ Reading & WritingⅦ・Ⅷ
必 卒業研究Ⅰ Listening & SpeakingⅦ・Ⅷ

中国語Ⅶ・Ⅷ
韓国語Ⅶ・Ⅷ
ドイツ語Ⅶ・Ⅷ
フランス語Ⅶ・Ⅷ

選必 プロダクトデザイン演習C 選必 モデリング実習B 選 意匠・商標法 必 プロダクトデザイン演習B 選必 キャリア開発演習C Reading & WritingⅤ・Ⅵ 選 インターンシップ
選必 プロダクトデザイン演習D 選必 モデリング実習A 選 QUEST演習C Listening & SpeakingⅤ・Ⅵ キャリア形成戦略

必 プロダクトデザイン演習Ⅲ
ProjectⅠ・Ⅱ
中国語Ⅴ・Ⅵ
韓国語Ⅴ・Ⅵ
ドイツ語Ⅴ・Ⅵ
フランス語Ⅴ・Ⅵ

キャリア開発論 必 プロダクトデザイン演習A 必 PD製図演習
必

プロダクトデザイン実践論 写真演習 選必 CG演習A 選必 地域ブランド企画論 必 プロダクトデザイン演習Ⅱ 選 キャリア開発演習B 選 キャリア開発演習A
必 マテリアルデザイン演習

選必
プロダクトデザイン理論 クラフトデザイン実習 選必 CG演習B 選 色彩計画演習B 選 QUEST演習B 選 学外演習

選必 CAD実習 選必 材料学 選 絵画演習 数理的教養Ⅲ Reading & WritingⅢ・Ⅳ
選 工芸デザイン基礎演習 選 日本美術史 選 映像演習 Listening & SpeakingⅢ・Ⅳ

選必 レンダリング実習 選 工芸史 Advanced R & WⅠ・Ⅱ

中国語Ⅲ・Ⅳ
韓国語Ⅲ・Ⅳ
ドイツ語Ⅲ・Ⅳ
フランス語Ⅲ・Ⅳ
実用国語Ⅲ（伝達力）
実用国語Ⅳ（表現力）

日本の歴史 科学の世界 必 デッサン 必 デザイン史 選 塑造演習 選必 コンピュータ基礎演習 数理的教養Ⅰ 必 プロダクトデザイン演習Ⅰ 必 生活環境デザイン演習 選 QUEST演習A
世界の歴史 地理の世界 必 平面構成 必 プロダクトデザイン概論 選 コンピュータ概論 数理的教養Ⅱ 課題解決演習A Reading & WritingⅠ・Ⅱ 九産大力
法学 現代の経済 必 立体構成 選 工芸デザイン概論 総合講座A 課題解決演習B Listening & SpeakingⅠ・Ⅱ 学生サポーター
日本国憲法 現代の経営 必 材料加工実習B 選 色彩学 総合講座B 実践力育成演習A Labo TrainingⅠ・Ⅱ 学生ボランティア入門
現代の政治 地学の世界 必 製図演習A 選 美術概論 総合講座C 実践力育成演習B Four SkillsⅠ・Ⅱ
倫理学 美学・美術史 必 製図演習B 選 東洋美術史 総合講座D 実践キャリア学修A 中国語Ⅰ・Ⅱ
哲学の世界 音楽概論 選必 材料加工実習A 選 西洋美術史 実践キャリア学修B 韓国語Ⅰ・Ⅱ
文学の世界 世界の美術館 選 デッサン基礎演習 選必 人間工学概論 実践キャリア演習A ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
心理学概説 人権･同和問題 実践キャリア演習B フランス語Ⅰ・Ⅱ
文化人類学 ジェンダーと社会 数学の世界 スポーツ科学演習
科学・技術史 心の健康
キャリア形成基礎論 健康学
実用国語Ⅰ（文章力） 教養講座
実用国語Ⅱ（国語力）

６ 主体的行動力

学位授与方針 幅広い教養と専門的知識を備え、適切に活用できる。 論理的に思考し、判断することができる。
技術･技能を修得し、

創造力･実践力を
発揮できる。

多彩な人々とコミュ
ニケーションを行い、

熱意を持って社会の
発展に貢献できる。

広い視野を持って、
主体的に他者と

協力できる。

６つの身に
つけるべき力 １ 基礎的教養 ２ 専門的知識 ３ 論理的思考力 ４ 実践力 ５ コミュニケーション力

思考的チカラ 自律的チカラ

高い知性と幅広い知識を備え、
適切に活用できる。

芸術の各分野における技術・技能を修得し、
次世代の芸術文化を主体的に創造できるチカラを発揮できる。

豊かな思考理論を培い、
社会と文化の発展に貢献できる。 高い知性と幅広い知識を備え、適切に活用できる。

感性力 学際力

芸術学部
学位授与方針

自律的チカラ 創造的チカラ

現行の分類 基礎的教養 表現力 創造力 IT力 分析力／解決力 実践力 コミュニケーション力 キャリア開発力

生活環境デザイン学科の 生活環境デザイン学科は、人間が生活を営む環境をより良くするため、バランスのとれた構成力や造形力を基に伝統的・先端的な表現技術を
養成する人材像 用いて、豊かな生活に貢献できる生活環境デザイン分野の専門家を養成する。
生活環境デザイン学科の 生活環境デザイン学科はデザイナーとして次の能力を備えた学生に学位を授与する。
DP 1. 多様化する社会において、豊かな暮らしや環境をつくる専門知識を備え、適切に活用できる。
（学位の授与方針） 2. 造形や構成等の技術・技法を修得し、創造力・実践力を発揮できる。

3. 工芸、プロダクト、空間演出を通じて社会と文化の発展に貢献できる。
生活環境デザイン学科の 生活環境デザイン学科は、次の方針で人材を育成する。
CP 1. 学際的な教育を通じて、豊かな暮らしや環境をつくる能力を培い、社会と文化の発展に貢献できる人材を育成する。
（教育課程編成 2. 芸術に関する基盤的な知識と生活環境デザイン分野の教育を行い、高い造形力や構成力等を備える人材を育成する。
・実施の方針） 3. 工芸、 プロダクト、空間演出それぞれの多様な専門科目と多様な技術・技法を学び、生活環境デザインの分野で実践できる人材を育成する。

English Expressions

Writing for Specific Purposes 

Introduction to Translation 

Domestic Job Training

Introduction to Online English

Overseas Job Training

Professional Writing Skills

選
選必



空間演出デザイン専攻カリキュラムマップ

科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
必 卒業研究Ⅰ Reading & WritingⅦ・Ⅷ 選 建築生産論
必 卒業研究Ⅱ Listening & SpeakingⅦ・Ⅷ 選 建築法規

中国語Ⅶ・Ⅷ 選 建築設計演習
韓国語Ⅶ・Ⅷ
ドイツ語Ⅶ・Ⅷ
フランス語Ⅶ・Ⅷ

選必 空間演出表現実習Ⅱ 選必 照明計画演習 選必 コンセプトクリエイト論 選 キャリア開発演習C Reading & WritingⅤ・Ⅵ 選 インターンシップ
選 形態構造演習 選 QUEST演習C Listening & SpeakingⅤ・Ⅵ キャリア形成戦略

必 空間演出デザイン演習ⅢA
必 空間演出デザイン演習ⅢB ProjectⅠ・Ⅱ
必 空間演出デザイン演習ⅢC 中国語Ⅴ・Ⅵ
必 空間演出デザイン演習ⅢD 韓国語Ⅴ・Ⅵ

ドイツ語Ⅴ・Ⅵ
フランス語Ⅴ・Ⅵ

必 空間演出デザイン演習ⅢB 必 空間演出デザイン演習ⅢD
キャリア開発論 選必 空間演出表現実習Ⅰ 選必 色彩計画演習B 選必 ファッションデザイン論 選 工芸デザイン基礎演習 選 CG演習A 選 日本美術史 必 空間演出デザイン演習ⅡA 選 キャリア開発演習B 選 キャリア開発演習A

選必 製図実習B 選 材料加工実習B 選必 材料学 選 絵画演習 選 CG演習B 数理的教養Ⅲ 必 空間演出デザイン演習ⅡB 選 QUEST演習B 選 学外演習
選必 ファッションイラスト実習 選必 インテリア建築デザイン論 選 写真演習 選 工芸史 必 空間演出デザイン演習ⅡC Reading & WritingⅢ・Ⅳ

選必 舞台空間演出論 必 空間演出デザイン演習ⅡD Listening & SpeakingⅢ・Ⅳ

選 工芸デザイン概論 Advanced R & WⅠ・Ⅱ

中国語Ⅲ・Ⅳ
韓国語Ⅲ・Ⅳ
ドイツ語Ⅲ・Ⅳ
フランス語Ⅲ・Ⅳ
実用国語Ⅲ（伝達力）
実用国語Ⅳ（表現力）

日本の歴史 科学の世界 必 空間演出デザイン演習Ⅰ 必 平面構成 必 デザイン史 選 塑造演習 選 コンピュータ概論 数理的教養Ⅰ 課題解決演習A 必 生活環境デザイン演習 選 QUEST演習A
世界の歴史 地理の世界 必 デッサン 必 立体構成 必 空間演出デザイン概論 選 コンピュータ基礎演習 数理的教養Ⅱ 課題解決演習B Reading & WritingⅠ・Ⅱ 九産大力
法学 現代の経済 選必 製図実習A 選必 材料加工実習A 選 色彩学 総合講座A 実践力育成演習A Listening & SpeakingⅠ・Ⅱ 学生サポーター
日本国憲法 現代の経営 選 デッサン基礎演習 選必 材料加工実習C 総合講座B 実践力育成演習B Labo TrainingⅠ・Ⅱ 学生ボランティア入門
現代の政治 地学の世界 総合講座C 実践キャリア学修A Four SkillsⅠ・Ⅱ
倫理学 美学・美術史 総合講座D 実践キャリア学修B 中国語Ⅰ・Ⅱ
哲学の世界 音楽概論 選 西洋美術史 実践キャリア演習A 韓国語Ⅰ・Ⅱ
文学の世界 世界の美術館 選 東洋美術史 実践キャリア演習B ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
心理学概説 人権･同和問題 選 美術概論 数学の世界 フランス語Ⅰ・Ⅱ
文化人類学 ジェンダーと社会 スポーツ科学演習
科学・技術史 心の健康
キャリア形成基礎論 健康学
実用国語Ⅰ（文章力） 教養講座
実用国語Ⅱ（国語力）

６ 主体的行動力

学位授与方針 幅広い教養と専門的知識を備え、適切に活用できる。 論理的に思考し、判断することができる。
技術･技能を修得し、

創造力･実践力を
発揮できる。

多彩な人々とコミュ
ニケーションを行い、

熱意を持って社会の
発展に貢献できる。

広い視野を持って、
主体的に他者と

協力できる。

６つの身に
つけるべき力 １ 基礎的教養 ２ 専門的知識 ３ 論理的思考力 ４ 実践力 ５ コミュニケーション力

思考的チカラ 自律的チカラ

高い知性と幅広い知識を備え、
適切に活用できる。

芸術の各分野における技術・技能を修得し、
次世代の芸術文化を主体的に創造できるチカラを発揮できる。

豊かな思考理論を培い、
社会と文化の発展に貢献できる。 高い知性と幅広い知識を備え、適切に活用できる。

感性力 学際力

芸術学部
学位授与方針

自律的チカラ 創造的チカラ

現行の分類 基礎的教養 表現力 創造力 IT力 分析力／解決力 実践力 コミュニケーション力 キャリア開発力

生活環境デザイン学科の 生活環境デザイン学科は、人間が生活を営む環境をより良くするため、バランスのとれた構成力や造形力を基に伝統的・先端的な表現技術を
養成する人材像 用いて、豊かな生活に貢献できる生活環境デザイン分野の専門家を養成する。
生活環境デザイン学科の 生活環境デザイン学科はデザイナーとして次の能力を備えた学生に学位を授与する。
DP 1. 多様化する社会において、豊かな暮らしや環境をつくる専門知識を備え、適切に活用できる。
（学位の授与方針） 2. 造形や構成等の技術・技法を修得し、創造力・実践力を発揮できる。

3. 工芸、プロダクト、空間演出を通じて社会と文化の発展に貢献できる。
生活環境デザイン学科の 生活環境デザイン学科は、次の方針で人材を育成する。
CP 1. 学際的な教育を通じて、豊かな暮らしや環境をつくる能力を培い、社会と文化の発展に貢献できる人材を育成する。
（教育課程編成 2. 芸術に関する基盤的な知識と生活環境デザイン分野の教育を行い、高い造形力や構成力等を備える人材を育成する。
・実施の方針） 3. 工芸、 プロダクト、空間演出それぞれの多様な専門科目と多様な技術・技法を学び、生活環境デザインの分野で実践できる人材を育成する。
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情報デザイン専攻カリキュラムマップ

科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
必 卒業研究Ⅱ Reading & WritingⅦ・Ⅷ
必 卒業研究Ⅰ Listening & SpeakingⅦ・Ⅷ

中国語Ⅶ・Ⅷ
韓国語Ⅶ・Ⅷ
ドイツ語Ⅶ・Ⅷ
フランス語Ⅶ・Ⅷ

選 意匠・商標法 選必 サウンドアート実習 選必 エンターテイメント芸術論 選必 プロダクトデザイン理論 選必 通信ネットワーク演習 必 情報デザイン研究Ⅰ Reading & WritingⅤ・Ⅵ 選 インターンシップ
選 マンガ芸術論 必 情報デザイン研究Ⅱ Listening & SpeakingⅤ・Ⅵ キャリア形成戦略

選 QUEST演習C
選 キャリア開発演習B ProjectⅠ・Ⅱ
選 キャリア開発演習C 中国語Ⅴ・Ⅵ

韓国語Ⅴ・Ⅵ
ドイツ語Ⅴ・Ⅵ
フランス語Ⅴ・Ⅵ

選 キャリア開発演習B
キャリア開発論 選 絵画演習 必 Webデザイン演習 選必 写真芸術論 必 情報デザイン演習ⅡA 必 情報デザイン論 必 情報デザイン演習ⅡB 選 QUEST演習B 選 キャリア開発演習A

選 塑造演習 選必 写真演習 選必 映像芸術表現論 必 情報デザイン演習ⅢA 必 データサイエンス 必 情報デザイン演習ⅢB Reading & WritingⅢ・Ⅳ 選 学外演習
選 工芸デザイン基礎演習 選必 映像演習 選必 地域文化論 選必 デザイン企画演習 Listening & SpeakingⅢ・Ⅳ

選 3DCG演習 選 東洋美術史 数理的教養Ⅲ Advanced R & WⅠ・Ⅱ

中国語Ⅲ・Ⅳ
韓国語Ⅲ・Ⅳ
ドイツ語Ⅲ・Ⅳ
フランス語Ⅲ・Ⅳ
実用国語Ⅲ（伝達力）
実用国語Ⅳ（表現力）

日本の歴史 科学の世界 選必 平面構成 必 視覚デザイン演習 必 ソーシャルデザイン概論 選必 コンピュータ概論 数理的教養Ⅰ 必 ソーシャルデザイン応用演習 必 ソーシャルデザイン演習 選 QUEST演習A
世界の歴史 地理の世界 選必 立体構成 必 情報デザイン演習 I 必 デザイン史 選必 マルチメディア概論 数理的教養Ⅱ 課題解決演習A Reading & WritingⅠ・Ⅱ 九産大力
法学 現代の経済 選必 デッサン 選必 美術概論 選 コンピュータ基礎演習 総合講座A 課題解決演習B Listening & SpeakingⅠ・Ⅱ 学生サポーター
日本国憲法 現代の経営 選必 西洋美術史 総合講座B 実践力育成演習A Labo TrainingⅠ・Ⅱ 学生ボランティア入門
現代の政治 地学の世界 選必 日本美術史 総合講座C 実践力育成演習B Four SkillsⅠ・Ⅱ
倫理学 美学・美術史 選 色彩学 総合講座D 実践キャリア学修A 中国語Ⅰ・Ⅱ
哲学の世界 音楽概論 実践キャリア学修B 韓国語Ⅰ・Ⅱ
文学の世界 世界の美術館 実践キャリア演習A ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
心理学概説 人権･同和問題 実践キャリア演習B フランス語Ⅰ・Ⅱ
文化人類学 ジェンダーと社会 数学の世界 スポーツ科学演習
科学・技術史 心の健康
キャリア形成基礎論 健康学
実用国語Ⅰ（文章力） 教養講座
実用国語Ⅱ（国語力）

６ 主体的行動力

学位授与方針 幅広い教養と専門的知識を備え、適切に活用できる。 論理的に思考し、判断することができる。
技術･技能を修得し、

創造力･実践力を
発揮できる。

多彩な人々とコミュ
ニケーションを行い、

熱意を持って社会の
発展に貢献できる。

広い視野を持って、
主体的に他者と

協力できる。

６つの身に
つけるべき力 １ 基礎的教養 ２ 専門的知識 ３ 論理的思考力 ４ 実践力 ５ コミュニケーション力

思考的チカラ 自律的チカラ

高い知性と幅広い知識を備え、
適切に活用できる。

芸術の各分野における技術・技能を修得し、
次世代の芸術文化を主体的に創造できるチカラを発揮できる。

豊かな思考理論を培い、
社会と文化の発展に貢献できる。 高い知性と幅広い知識を備え、適切に活用できる。

感性力 学際力

芸術学部
学位授与方針

自律的チカラ 創造的チカラ

現行の分類 基礎的教養 表現力 創造力 IT力 分析力／解決力 実践力 コミュニケーション力 キャリア開発力

ソーシャルデザイン学科の ソーシャルデザイン学科は、豊かな地域の発展に寄与するため、デザインの持つ情報発信力を基にIT 技術や企画技術を用いて、地域や地域産
養成する人材像 業と積極的に連携していくソーシャルデザイン分野の専門家を養成する。
ソーシャルデザイン学科の ソーシャルデザイン学科はデザイナーとして次の能力を備えた学生に学位を授与する。
DP 1. 将来の地域社会のブランドづくりのための専門知識を備え、適切に活用できる。
（学位の授与方針） 2. 情報伝達や企画構築の技術・技法を修得し、提案力・実践力を発揮できる。

3. 情報デザイン、ブランドづくりを通じて地域文化や地域産業の発展に貢献できる。
ソーシャルデザイン学科の ソーシャルデザイン学科は、次の方針で人材を育成する。
CP 1. 学際的な教育を通じて、ブランドづくりの能力を培い、地域社会の発展に貢献する人材を育成する。
（教育課程編成 2. 芸術に関する基盤的な知識とソーシャルデザイン分野の教育を行い、高い情報伝達力や企画構築力を備える人材を育成する。
・実施の方針） 3. 情報デザイン、地域ブランド企画それぞれの多様な専門科目と多様な技術・技法を学び、ソーシャルデザインの分野で実践できる人材を育成する。
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地域ブランド企画専攻カリキュラムマップ

科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
科目
区分 科目名 単

位
必 卒業研究Ⅱ Reading & WritingⅦ・Ⅷ
必 卒業研究Ⅰ Listening & SpeakingⅦ・Ⅷ

中国語Ⅶ・Ⅷ
韓国語Ⅶ・Ⅷ
ドイツ語Ⅶ・Ⅷ
フランス語Ⅶ・Ⅷ

選 意匠・商標法 選必 CAD実習 選 プロダクトデザイン基礎演習 必 地域ブランド企画研究Ⅱ Reading & WritingⅤ・Ⅵ 選 インターンシップ
選必 パッケージデザイン実習 必 地域ブランド企画研究Ⅰ Listening & SpeakingⅤ・Ⅵ キャリア形成戦略

選 QUEST演習C
選 キャリア開発演習B ProjectⅠ・Ⅱ
選 キャリア開発演習C 中国語Ⅴ・Ⅵ

韓国語Ⅴ・Ⅵ
ドイツ語Ⅴ・Ⅵ
フランス語Ⅴ・Ⅵ

選 キャリア開発演習B
キャリア開発論 選 絵画演習 必 ブランディング演習 選必 地域文化論 選必 プロダクトデザイン理論 必 地域ブランド企画論 選 QUEST演習B 選 キャリア開発演習A

選 塑造演習 選必 Webデザイン演習 選 情報デザイン論 選 写真演習 必 地域ブランド企画演習ⅡA Reading & WritingⅢ・Ⅳ 選 学外演習
選 工芸デザイン基礎演習 選 図学製図基礎演習 選 東洋美術史 選 映像演習 必 地域ブランド企画演習ⅡB Listening & SpeakingⅢ・Ⅳ

選 工芸デザイン概論 必 地域ブランド企画演習ⅢA Advanced R & WⅠ・Ⅱ
選 工芸史 必 地域ブランド企画演習ⅢB

必 データサイエンス 
選必 デザイン企画演習

数理的教養Ⅲ

中国語Ⅲ・Ⅳ
韓国語Ⅲ・Ⅳ
ドイツ語Ⅲ・Ⅳ
フランス語Ⅲ・Ⅳ
実用国語Ⅲ（伝達力）
実用国語Ⅳ（表現力）

日本の歴史 科学の世界 選必 平面構成 必 視覚デザイン演習 必 ソーシャルデザイン概論 選必 コンピュータ概論 数理的教養Ⅰ 必 ソーシャルデザイン応用演習 必 ソーシャルデザイン演習 選 QUEST演習A
世界の歴史 地理の世界 選必 立体構成 必 地域ブランド企画演習 I 必 デザイン史 選 コンピュータ基礎演習 数理的教養Ⅱ 課題解決演習A Reading & WritingⅠ・Ⅱ 九産大力
法学 現代の経済 選必 デッサン 選必 美術概論 総合講座A 課題解決演習B Listening & SpeakingⅠ・Ⅱ 学生サポーター
日本国憲法 現代の経営 選必 西洋美術史 総合講座B 実践力育成演習A Labo TrainingⅠ・Ⅱ 学生ボランティア入門
現代の政治 地学の世界 選必 日本美術史 総合講座C 実践力育成演習B Four SkillsⅠ・Ⅱ
倫理学 美学・美術史 選 色彩学 総合講座D 実践キャリア学修A 中国語Ⅰ・Ⅱ
哲学の世界 音楽概論 選 視覚心理学 実践キャリア学修B 韓国語Ⅰ・Ⅱ
文学の世界 世界の美術館 実践キャリア演習A ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
心理学概説 人権･同和問題 実践キャリア演習B フランス語Ⅰ・Ⅱ
文化人類学 ジェンダーと社会 数学の世界 スポーツ科学演習
科学・技術史 心の健康
キャリア形成基礎論 健康学
実用国語Ⅰ（文章力） 教養講座
実用国語Ⅱ（国語力）

６ 主体的行動力

学位授与方針 幅広い教養と専門的知識を備え、適切に活用できる。 論理的に思考し、判断することができる。
技術･技能を修得し、

創造力･実践力を
発揮できる。

多彩な人々とコミュ
ニケーションを行い、

熱意を持って社会の
発展に貢献できる。

広い視野を持って、
主体的に他者と

協力できる。

６つの身に
つけるべき力 １ 基礎的教養 ２ 専門的知識 ３ 論理的思考力 ４ 実践力 ５ コミュニケーション力

思考的チカラ 自律的チカラ

高い知性と幅広い知識を備え、
適切に活用できる。

芸術の各分野における技術・技能を修得し、
次世代の芸術文化を主体的に創造できるチカラを発揮できる。

豊かな思考理論を培い、
社会と文化の発展に貢献できる。 高い知性と幅広い知識を備え、適切に活用できる。

感性力 学際力

芸術学部
学位授与方針

自律的チカラ 創造的チカラ

現行の分類 基礎的教養 表現力 創造力 IT力 分析力／解決力 実践力 コミュニケーション力 キャリア開発力

ソーシャルデザイン学科の ソーシャルデザイン学科は、豊かな地域の発展に寄与するため、デザインの持つ情報発信力を基にIT 技術や企画技術を用いて、地域や地域産
養成する人材像 業と積極的に連携していくソーシャルデザイン分野の専門家を養成する。
ソーシャルデザイン学科の ソーシャルデザイン学科はデザイナーとして次の能力を備えた学生に学位を授与する。
DP 1. 将来の地域社会のブランドづくりのための専門知識を備え、適切に活用できる。
（学位の授与方針） 2. 情報伝達や企画構築の技術・技法を修得し、提案力・実践力を発揮できる。

3. 情報デザイン、ブランドづくりを通じて地域文化や地域産業の発展に貢献できる。
ソーシャルデザイン学科の ソーシャルデザイン学科は、次の方針で人材を育成する。
CP 1. 学際的な教育を通じて、ブランドづくりの能力を培い、地域社会の発展に貢献する人材を育成する。
（教育課程編成 2. 芸術に関する基盤的な知識とソーシャルデザイン分野の教育を行い、高い情報伝達力や企画構築力を備える人材を育成する。
・実施の方針） 3. 情報デザイン、地域ブランド企画それぞれの多様な専門科目と多様な技術・技法を学び、ソーシャルデザインの分野で実践できる人材を育成する。
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